
　
２
０
２
２
年
度
大
学
入
試
に
お
い

て
、山
形
県
立
山
形
北
高
校
で
は
、国

公
立
大
学
の
合
格
者
数
に
占
め
る
総
合

型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
で
の
合
格
者
数

の
割
合
が
約
65
％
と
、
例
年
の
約
50
％

を
上
回
っ
た
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、１

年
次
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
探
究
学
習

に
あ
る
と
、19
年
度
入
学
生
の
学
年
主

任
を
務
め
た
鈴
木
佳よ

し

徳の
り

先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
は
１・
２
年
次
に
、『
自
分
で

課
題
を
設
定
→
情
報
収
集
→
整
理
・
分

析
→
ま
と
め
・
表
現
』
と
い
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
経
験
し
て

き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、『
探
究
の
思
考
』

入
試
に
お
け
る
多
面
的
・
総
合
的
評
価

に
は
、
単
に
教
科
学
力
を
上
げ
る
だ
け

で
は
対
応
し
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
志
望

理
由
書
や
調
査
書
に
書
け
る
内
容
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
着

目
し
た
の
が
探
究
学
習
で
し
た
」

　
生
徒
の
能
力
を
伸
ば
し
つ
つ
、様
々

な
入
試
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
始
め

た
探
究
学
習
だ
っ
た
が
、
自
分
が
探
究

し
た
課
題
に
も
っ
と
深
く
取
り
組
め
る

大
学
・
学
部
は
ど
こ
か
と
い
っ
た
視
点

で
志
望
校
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
な
ど
、

生
徒
の
成
長
を
目
の
あ
た
り
に
し
、生

徒
に
と
っ
て
探
究
学
習
は
重
要
な
学
び

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
言
う
。

　「
医
療
分
野
へ
の
進
学
を
迷
っ
て
い

た
あ
る
生
徒
は
、
３
年
生
の
時
に
、
自

ら
医
療
従
事
者
に
連
絡
を
取
り
、
仕
事

の
や
り
が
い
や
現
場
の
課
題
に
つ
い
て

の
話
を
聞
き
、
自
分
の
そ
れ
ま
で
の
学

び
や
培
っ
て
き
た
資
質
・
能
力
と
照
ら

し
合
わ
せ
た
上
で
、
最
終
的
に
看
護
系

学
部
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
探
究

（
Ｐ
．22
図
１
）
を
身
に
つ
け
た
生
徒
は
、

志
望
理
由
書
や
面
接
練
習
で
、
大
学
・

学
部
・
学
科
の
志
望
理
由
を
、
自
分
の

学
び
を
踏
ま
え
、
自
分
の
言
葉
で
語
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
生
徒
が
大
学
入
試
で
評
価
さ
れ
た

の
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
が
探
究
学
習
に
力
を
入
れ
始
め

た
の
は
、
18
年
度
の
こ
と
だ
。
そ
れ
ま

で
学
年
主
導
だ
っ
た
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
の
運
営
を
学
校
主
導
に
切
り

換
え
、
学
年
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
活

動
内
容
を
学
校
全
体
で
統
一
し
、
１
年

次
か
ら
探
究
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
。
進
路
課
主
任
の
大
内
清き

よ

輝て
る

先
生

は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
今
後
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
大
学

教
務
課

柴
田
勝
将　

し
ば
た
・
か
つ
ま
さ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
理
科
（
化
学
）。

進
路
課
主
任

大
内
清
輝　

お
お
う
ち
・
き
よ
て
る

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
国
語
科
。

１
学
年
主
任

鈴
木
佳
徳　

す
ず
き
・
よ
し
の
り

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
地
理
歴
史・公
民
科
。

高大接続の視点で見通す2025年度大学入試特集

生
徒
の
成
長
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

探
究
学
習
の
重
要
性
に
気
づ
く

学
校
概
要

設
立
　
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科（
女
子
校
）・
音
楽
科（
共
学
）

生
徒
数
　
１
学
年
２
０
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
教
育
大
、
宮
城
教
育
大
、
山
形
大
、

福
島
大
、
東
京
藝
術
大
、
新
潟
大
、
山
形
県
立
保
健

医
療
大
、
山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
な
ど
に
70
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、
東
北
学
院
大
、
東
北
芸
術
工
科
大
、

東
北
福
祉
大
、
宮
城
学
院
女
子
大
、
東
北
文
教
大
、

法
政
大
、
武
蔵
野
音
楽
大
、
洗
足
学
園
音
楽
大
な
ど

に
延
べ
１
６
３
人
が
合
格
。

探
究
学
習
と
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜

探
究
の
重
要
な
要
素
を
「
探
究
の
思
考
」に
整
理
。

希
望
進
路
の
実
現
に
つ
な
が
る
力
を
育
む

山
形
県
立
山
形
北
高
校

探
究
学
習
に
力
を
入
れ
て
き
た
結
果
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
で
の
合
格
者
の
割
合
は
、
年
々
増
加
。

そ
の
手
応
え
か
ら
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
さ
ら
に
育
も
う
と
、
22
年
度
は
、
探
究
学
習
の
改
善
を
図
っ
た
。

高校
実践事例

2

観
点
❷
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プ
で
探
究
学
習
に
取
り
組
む
。生
徒
は
、

自
分
の
興
味
・
関
心
を
基
に
７
分
野
か

ら
１
つ
を
選
び
、
そ
の
分
野
で
４
人
１

組
の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
そ
し
て
、
グ

ル
ー
プ
で
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
た

上
で
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

最
終
発
表
を
行
う
。
指
導
は
、
１
学
年

団
の
教
師
が
中
心
と
な
り
、
各
分
野
を

２
人
ず
つ
で
担
当
す
る
。

　
２
年
次
は
、探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
個

人
で
回
す
こ
と
を
経
験
さ
せ
る
た
め
、

社
会
問
題
に
つ
い
て
の
課
題
を
自
分
で

設
定
し
、個
人
探
究
に
取
り
組
む
。そ
し

て
、３
年
次
は
、大
学
で
の
学
び
を
見
据

え
て
、課
題
意
識
や
今
後
の
展
望
を
具

体
化
す
る
た
め
に
、大
学
・
学
部
・
学

科
研
究
や
、小
論
文
作
成
を
中
心
と
し

た
活
動
を
行
う
。

　
探
究
学
習
の
指
導
に
際
し
て
は
、担

当
教
師
の
配
置
を
工
夫
し
た
。質
問
等

を
通
じ
て
、生
徒
の
興
味
・
関
心
や
疑

問
を
引
き
出
し
、思
考
を
深
め
る
支
援

を
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
徹
す
る

た
め
、探
究
委
員
会
は
、あ
え
て
担
当
教

学
習
で
身
に
つ
け
た
『
探
究
の
思
考
』

を
、
自
分
の
進
路
実
現
に
生
か
し
た
の

で
す
。
探
究
し
た
分
野
と
希
望
進
路

の
分
野
が
一
致
し
な
い
生
徒
も
い
ま
す

が
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た

情
報
の
収
集
・
分
析
力
や
、
問
題
を
自

分
に
引
き
つ
け
て
捉
え
る
力
、
行
動
力

な
ど
は
、
生
徒
の
問
題
解
決
力
を
伸
ば

し
、
そ
の
結
果
、
入
試
に
も
つ
な
が
る

と
捉
え
て
い
ま
す
」（
大
内
先
生
）

　
同
校
に
と
っ
て
探
究
学
習
初
年
度
の

18
年
度
は
、教
務
課
主
任
や
進
路
課
主

任
、
各
学
年
主
任
が
定
期
的
に
集
ま
り
、

探
究
学
習
の
内
容
を
検
討
。活
動
計
画

が
で
き
た
ら
１
学
年
団
に
渡
し
、随
時

実
践
す
る
と
い
っ
た
流
れ
だ
っ
た
。常

に
慌
た
だ
し
い
状
態
で
は
あ
っ
た
が
、

１
年
間
の
議
論
と
実
践
は
、そ
の
後
の

組
織
的
な
取
り
組
み
の
土
台
と
な
っ
た
。

　
19
年
度
は
、
教
務
課
や
進
路
課
、
各

学
年
主
任
、
司
書
教
諭
、
情
報
科
の
教

師
か
ら
成
る
「
探
究
委
員
会
」
が
授
業

計
画
を
作
成
し
た
（
図
２
）。
１
年
次

は
、地
域
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
、グ
ル
ー

科
と
は
関
連
の
な
い
分
野
や
課
題
に
取

り
組
む
生
徒
を
担
当
す
る
よ
う
に
、担

当
教
師
を
割
り
振
っ
た
。自
分
の
担
当

教
科
だ
と
、つ
い
生
徒
に
答
え
や
研
究

方
法
を
教
え
た
く
な
る
か
ら
だ
。

　
探
究
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
も
、
生
徒

が
最
も
成
長
す
る
の
は
「
調
査
」
の
場

面
だ
と
、
鈴
木
先
生
は
語
る
。

　「
調
査
で
は
、社
会
問
題
の
解
決
に
取

り
組
む
人
に
、
生
徒
が
自
分
で
連
絡
し

て
約
束
を
取
り
つ
け
、
訪
問
し
て
話
を

聞
き
ま
す
。課
題
設
定
を
し
た
も
の
の
、

「探究の思考」を軸とした「１年次に身につけてほしいこと」図１

１．探究のサイクルを回すことで、「探究の思考」を身につける
❶情報の収集（現状の把握。今はどうなっているか）
❷課題の設定（現状を知った上で、何を問題とするか）
❸実験・調査の計画（問題解決に向けて、どんなことを調査す
るか）

❹実験・調査による検証（今までにない研究・活動のはず。実
験やアンケートなどを行い、自分の手でデータを集める）

❺データの分析・解析（データから分からないことをまとめる）
❻解決策の提案（問題に対しての自分なりの方法を提案）

２．各教科の力を伸ばし、探究につなげる
※学校資料を基に編集部で作成。

活動内容 担当教師

１
年
次

●グループ探究
山形県、または県内市町村の課題を発見し、
解決策を提案する。生徒は、自身の興味・
関心に基づいて、Ａ〜Ｇの7分野の中から1
つを選び、4人1組のグループで探究を行う。
Ａ食料・農業、Ｂ健康・福祉、Ｃ経済、Ｄ教育、
Ｅジェンダー、Ｆ環境・エネルギー・技術革新、
Ｇ国際・観光
活動の流れ：①課題の設定、②調査活動、
③中間発表、④発表の振り返り、⑤内容の
ブラッシュアップ、⑥最終発表

•１学年団の教師
と、学年づきで
はない教師

•Ａ〜Ｇの各分野
を教師２人ず
つで担当

２
年
次

●個人探究
地域に限らず、社会問題についての課題
を自分で設定し、解決策を提案する。
活動の流れ：１年次と同様

•２学年団の教
師と、学年づき
ではない教師
•教師１人あた
り、生徒約 14
人を受け持つ

３
年
次

●個人探究
大学での学びを見据えて課題意識や今後
の展望を具体化するために、１・２年次
に行った探究学習を踏まえて、大学・学部・
学科研究や、小論文作成などを行う。

•３学年団の教
師

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

探究学習の内容図２

１
年
次
は
グ
ル
ー
プ
、２
年
次
は

個
人
で
、探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
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そ
の
課
題
が
い
ま
一
つ
自
分
事
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
生
徒
も
、
当
事
者
の
生

の
声
に
接
し
、
現
状
を
知
る
こ
と
で
、

問
題
意
識
が
急
速
に
深
ま
り
、
探
究
学

習
に
取
り
組
む
態
度
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、そ
う
し
た
経
験
を
す
る
こ
と
で
、

新
た
に
話
を
聞
き
た
い
人
が
出
て
き
た

時
も
、
臆
せ
ず
、
自
分
か
ら
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
22
年
度
入
学
生
の
探
究
学
習
は
、
25

年
度
入
試
を
見
据
え
て
、
19
年
度
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
次

の
よ
う
な
改
善
を
行
っ
た
。

● 「
探
究
の
思
考
」を
生
徒
・
教
師
間
で
共
有

　
22
年
度
入
試
で
総
合
型
・
学
校
推
薦

型
選
抜
の
合
格
者
数
が
増
え
た
要
因

は
、
前
述
の
通
り
、
生
徒
が
探
究
学
習

を
通
じ
て
、
情
報
の
収
集
・
分
析
力
や
、

問
題
を
自
分
に
引
き
つ
け
て
捉
え
る

力
、
行
動
力
な
ど
を
身
に
つ
け
た
こ
と

に
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
探
究
の

重
要
な
要
素
を「
探
究
の
思
考
」（
図
１
）

と
し
て
整
理
し
、
探
究
学
習
の
軸
に
据

え
る
こ
と
に
し
た
と
、
教
務
課
で
探
究

委
員
の
柴
田
勝か

つ

将ま
さ

先
生
は
説
明
す
る
。

　「
年
度
初
め
に
行
う
探
究
学
習
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
で『
探
究
の
思
考
』を
示
し
、

探
究
学
習
が
目
指
す
と
こ
ろ
を
生
徒
や

教
師
と
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査

や
実
験
に
は
数
学
や
理
科
の
力
が
必
要

に
な
る
と
い
っ
た
、『
探
究
の
思
考
』
と

教
科
学
習
の
関
係
を
示
す
こ
と
で
、
教

科
の
授
業
へ
の
意
識
も
高
め
ま
し
た
」

● 

山
形
県
の
現
状
を
知
る
活
動
を
導
入

　
以
前
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
、
す
ぐ
に
課

題
の
設
定
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
が
、

県
の
現
状
を
よ
く
知
ら
な
い
生
徒
は
、

課
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。そ
こ
で
、図
書
館
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
し

た
新
聞
記
事
を
活
用
し
、
県
の
課
題
を

一
通
り
俯
瞰
す
る
場
を
設
け
、
探
究
学

習
の
流
れ
を
簡
易
的
に
経
験
さ
せ
た
。

● 

中
間
発
表
を
ス
ラ
イ
ド
形
式
に
変
更

　
11
月
に
行
う
中
間
発
表
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
８
枚
の
ス
ラ

イ
ド
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
発
表
す

る
形
式
に
変
更
す
る
。

　「
以
前
の
発
表
資
料
で
あ
る
Ａ
１
判

の
ポ
ス
タ
ー
に
は
多
く
の
情
報
を
書
き

込
め
ま
し
た
が
、
ス
ラ
イ
ド
で
は
要
点

を
簡
潔
に
ま
と
め
、
発
表
時
に
口
頭
で

補
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
表
現
力

や
発
表
力
を
育
も
う
と
、
形
式
を
変
え

ま
し
た
」（
柴
田
先
生
）

　
中
間
発
表
で
は
、大
学
や
企
業
か
ら

招
い
た
関
係
者
に
寸
評
し
て
も
ら
う
。

生
徒
は
そ
れ
を
受
け
て
再
調
査
・
再
実

験
を
行
い
、
考
察
を
深
め
、
そ
の
内
容

を
ま
と
め
て
、３
学
期
に
行
う
最
終
発

表
に
臨
む
。

　「
探
究
学
習
の
評
価
は
、
昨
年
度
ま

で
は
、
最
終
発
表
時
の
ポ
ス
タ
ー
を
生

徒
が
相
互
評
価
し
、
そ
れ
に
教
師
の
評

価
を
加
え
る
形
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
活
動
ご
と
に
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
用
い
て
評
価
す
る
仕
組
み
を
確
立

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒

が
毎
授
業
書
く
振
り
返
り
は
、
生
徒
の

次
の
学
習
に
つ
な
げ
る
形
成
的
評
価
に

活
用
す
る
予
定
で
す
」（
柴
田
先
生
）

　
同
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
理

念
を
踏
ま
え
、
各
教
科
・
科
目
の
授
業

で
も
、
生
徒
が
実
験
や
観
察
を
通
じ
て

答
え
を
見
い
だ
す
活
動
や
、
生
徒
同
士

で
議
論
し
、
他
者
の
考
え
も
踏
ま
え
て

自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る
活
動
な
ど
、

生
徒
が
自
ら
考
え
、
問
題
解
決
に
取
り

組
む
場
面
を
設
け
て
い
る
。

　「
本
校
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
授
業

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
授
業
で
探
究

的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
聞
く

項
目
が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
実
践
目
標

と
し
て
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
『
探
究
的

な
学
習
の
推
進
』
の
到
達
状
況
を
定
期

的
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」（
鈴
木
先
生
）

　
同
校
で
は
、各
大
学
に
よ
る
、
25
年

度
入
試
に
お
い
て
課
す
教
科
・
科
目
等

に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
受
け
、対
応

を
検
討
中
だ
。例
え
ば
、国
語
は
、22
年

度
入
学
生
の
教
育
課
程
で
、２
年
次
に

「
文
学
国
語
」、３
年
次
に「
論
理
国
語
」

を
配
置
し
、３
年
次
に
小
説
を
扱
わ
な

い
こ
と
に
な
る
。そ
こ
で
、放
課
後
や
長

期
休
業
時
に
補
習
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

　「
25
年
度
入
試
の
動
向
は
も
ち
ろ
ん

注
視
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
入
試
で
求

め
ら
れ
る
力
は
、
今
後
も
根
本
的
に
は

同
じ
は
ず
で
す
。
入
試
情
報
に
必
要
以

上
に
右
往
左
往
す
る
こ
と
な
く
、
社
会

で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
生
徒
に

着
実
に
育
む
た
め
に
、
探
究
学
習
や
教

科
学
習
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」（
鈴
木
先
生
）

高大接続の視点で見通す2025年度大学入試特集

「
探
究
の
思
考
」
を

探
究
学
習
の
軸
に
据
え
る

各
教
科
・
科
目
の
授
業
に
も

探
究
的
な
学
び
を
組
み
入
れ
る
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